
稲沢市 令和５年度予算

平和桜ネックレス



子育て・教育関連事業

保育園等で使用する紙おむつ等を提供します

保育時間中に使用する紙おむつ等を施設で用意し、
費用は市で全額負担する「紙おむつの提供事業」を
令和４年１０月から実施していますが、令和５年度も引き
続き継続します。
【効 果】
市が提供することにより、保護者は紙おむつ１枚ずつ

園児名を記載する手間や登園荷物が減るなどの負担軽減が
図られ、保育士も紙おむつの個別管理業務が減ることで、
子どもと向き合う時間が増え保育の充実が図られます。

※使用済の紙おむつは、保育園内の屋外専用ごみ箱に一時
保管し、事業者が回収するため、紙おむつに関しての保
護者負担は一切ありません

対象園児
市内保育園などに通い紙おむつを使用する園児約1,200人

対象園 ３１園（市内全園）

実施期間 令和5年4月1日～令和6年3月31日

予算額 利用料 4,320万円

乳児おむつ用品等引換券を配布します

子育て世帯の経済的負担を軽減し市内での子育てを応援
するため、保育園等に入園していない乳児家庭に、
「1カ月当たり2,000円分」の乳児おむつ用品等引換券を
配布します。

対象者
保育園等に入園していない０歳～２歳児の保護者

予算額 4,420万円

担当課：子育て支援課 電話 0587‐32‐1299 担当課：保育課 電話 0587‐32‐1297

資料１
予算

説明資料 P18,19

事業開始日 令和5年4月1日



高校生等の通院医療費を無料化します

現在、高校生等の医療費は、入院医療費のみを償還払い
で助成していますが、子育て世帯への更なる負担軽減を図
るため、令和５年４月診療分から通院医療費についても無
料化します。
また、高校生等にも受給者証を発行しますので、県内の

医療機関であれば窓口で支払いの必要がなくなります（現
物給付で助成）。なお、入院医療費についても償還払いす
るための手続きは不要となります。

対象者
高校生等：約3,600人

（18歳に達した日以後の最初の３月31日まで。就学の有無
を問わず、所得制限なし）

予算額 8,506万円
（内訳）子ども医療費 8,400万円、手数料 106万円）

学校給食費等を支援します

保護者の経済的な負担を軽減するため、全ての小・中学校
給食費の支援を行います。
併せて、食物アレルギーのため、毎食弁当を持参している

児童・生徒の保護者にも同等の金額の補助を行います。

担当課：庶務課 電話 0587‐32‐2308担当課：国保年金課 電話 0587‐32‐1325

3月31日まで 4月1日から

高校生等の
医療費助成

通院医療費 － 現物給付

入院医療費 償還払い 現物給付

学校給食費支援
【期 間】 令和5年4月1日～令和5年9月30日

（6カ月間）
【軽減額】 １食当たり５０円
【予算額】 4,716万3千円

食物アレルギー対応補助
【期 間】 令和5年4月1日～令和5年9月30日

（6カ月間）
【予算額】 8万8千円

子育て・教育関連事業
資料２

予算
説明資料 P22,31



生殖補助医療の医療費（保険適用分）
を補助します

一般不妊治療費の補助に加え、体外受精、顕微授精など
生殖補助医療の医療費（保険適用分）の自己負担額を補助
することにより、経済的負担を軽減し、少子化対策の充実
を図ります。

対象者
原則、市内在住の夫婦（婚姻届出済もしくは事実婚関係

にある者を含む）で、医療機関で不妊治療を受けた方

予算額
保健事業費 3,163万5千円

担当課：健康推進課 電話 0587‐21‐2300

補助額
一般不妊治療費、生殖補助医療費を合わせ、
上限額（年度）２５万円

補助開始
令和５年４月治療分から

平和中央公園にインクルーシブ遊具を
設置します

ハンディキャップの有無にかかわらず子どもたちが一緒
に遊び、心と身体の成長を見守れる場としてインクルーシ
ブ遊具を設置し、子育て、教育の拠点の一翼を担い、誰も
が寄り添える公園として整備します。

施設 インクルーシブ遊具 ２基設置

予算額 1,120万円

担当課：都市整備課 電話 0587‐32‐1372

スケジュール（工程）
令和５年７月 発注
〃 11月 設置完了

インクルーシブ遊具
性別、年齢、言語、能力や
障害の有無などの多様性に
よって排除されることなく、
誰でも一緒に遊べる公園遊具

※１基追加予定
（稲沢ロータリークラブ様からの現金寄付により）

子育て・教育関連事業
資料３

予算
説明資料 P23



児童発達支援センターの開所に向け
設計業務を行います

子どもの発達に関する充実と児童発達支援センターを
中核とした重層的な支援体制構築を目指し現在の
「ひまわり園」を休園した奥田保育園に移転させ改修を行
い、児童発達支援センターとして設置するため設計業務を
行います。
【事業内容】
児童発達支援事業、保育所等訪問支援事業、相談支援事業
を実施し、障がいのある子どもとその家族に対する支援や
保育所等との連携を行うなど、児童発達支援に係る市の
中核的な役割を担う

施設概要
【名 称】（仮称）稲沢市児童発達支援センターひまわり
【所在地】 稲沢市奥田神ノ木町１１番地
【建築面積】1,199.60㎡
【設備等】 指導訓練室、遊戯室、医務室、相談室、

調理室、訓練室など

予算額 設計委託料 1,000万円、概算工事費 1億1,000万円

大里東第２児童クラブを開所します

大里東小学校の児童を対象とした放課後児童クラブは、
大里東市民センター内の大里東チューリップ児童センターで
実施していますが、現在利用児童数が急増しており令和５年
度以降も多くの利用者が予想されるため、新たに放課後児童
クラブ室を整備しました。

担当課：子育て支援課 電話 0587‐32‐1299

施設概要
【所在地】稲沢市六角堂西町二丁目１番地
【構 造】鉄骨造２階建
【床面積】１階：120㎡、２階：120㎡ 合計：240㎡

スケジュール
令和５年：設計、令和６年：改修工事、令和７年：開所

担当課：子育て支援課 電話 0587‐32‐1299

工事費
本体新築工事 １億1,998万6千9百円
外構等駐車場整備 399万8百円

開所日
令和5年4月1日

子育て・教育関連事業
資料４

予算
説明資料 P22



小・中学校の配膳室に空調設備を
整備します

配膳室（提供前の給食保管室）の窓を開けることにより、
虫等の異物が混入する可能性があるため、現在閉め切った
状態で給食を保管していますが、夏季は室内が高温となり
給食が傷む危険性があります。
そこで、改築計画のある大里東小学校と、すでに配膳室

に空調が整備されている平和中学校を除いた市内全ての
小・中学校の配膳室に空調設備を整備することで、安全・
安心な学校給食の提供を図ります。

施設
市内小・中学校の配膳室

（30校。大里東小学校と平和中学校を除く）

予算額 令和５年度
小学校費 3,500万円
中学校費 3,580万円

中学校の屋内運動場に空調設備を
整備します

屋内運動場への空調整備については、防災機能の強化
の観点や学校における熱中症対策の観点からも、計画的に
進めていく必要があります。
そこで、風水害時優先開設避難所に指定されており、

夏季の部活動で使用する機会の多い中学校の屋内運動場を
優先的に整備します。

担当課：庶務課 電話 0587‐32‐1435

施設
市内全中学校（９校）

スケジュール（工程）
令和５年度 工事施工：小学校９校、中学校４校
令和６～７年度 工事施工（その他学校の工事を計画）

予算額 令和５年度
2,400万円

担当課：庶務課 電話 0587‐32‐1435

スケジュール（工程）
令和５年度 設計
令和６年度 整備工事４校
令和７年度 整備工事５校

子育て・教育関連事業
資料５

予算
説明資料 P34,36



大里東小学校 校舎棟を改築します

大里東小学校は、建築から60年以上経過（最も古い校
舎棟は昭和33年6月建築）しているため、施設の老朽化や
劣化が進んでおり長期間使用することは困難な状況となっ
ています。
そこで、校舎棟全体を改築することにより、将来に

わたって児童が安全、快適に学ぶことができる環境整備を
実施します。

予算額（設計業務）
１億6,670万円（継続費設定）
（内訳）
設計（基本） 4,410万円
設計（実施）１億1,050万円
設計（解体） 1,210万円

学校施設整備基本計画を策定します

本市の児童生徒数は年々減少しており、令和4年度に
は、全学年が単学級となる学校が、小学校では10校にな
るなど、多くの学校で小規模化が進んでいます。
また、建築から40年以上経過している校舎がある学校

が、全小・中学校の８割以上となっており、施設の改修、
更新が喫緊の課題となっています。
学校現場では、GIGAスクール構想や文部科学省が策定

した「新しい時代の学びを実現する学校施設整備の方向
性（目標水準）」などへの対応が求められています。
子どもたちの教育環境を整備し、さらなる教育の充実

を図るという視点に立ち、学校再編の具体的な構想を
加えた学校施設の整備に関する基本計画を策定します。

担当課：庶務課 電話 0587‐32‐1435

スケジュール（工程）
令和５年度 基本設計、アスベスト調査
令和６年度 実施設計、解体設計
令和７年度 第１期工事
令和８年度 第２期工事
令和９年度 第３期工事

予算額 49万9千円

担当課：庶務課 電話 0587‐32‐1435

スケジュール（予定）
令和5年 5月頃 第1回策定委員会開催予定（6回程度）
〃 10月頃 保護者アンケート実施予定
〃 12月頃 パブリックコメント実施

（12月中旬～令和６年１月中旬）
令和6年3月頃 施設整備計画公表予定

子育て・教育関連事業
資料６

予算
説明資料 P36



医療的ケアが必要な児童を受け入れるため
保育園に看護師を配置します

医療的ケアが必要な児童生徒や
保護者の支援のため
医療的ケア児等対応支援員を配置します

医療的ケアが必要な児童生徒が市内の小・中学校に通う
場合、これまでも看護師を配置してきましたが、保護者に
処置をお願いする場合がありました。
医療的ケア児等対応支援員を配置することで、保護者負

担の軽減を図ります。

担当課：保育課 電話 0587‐32‐1297

医療的ケアが必要な子どもの家庭で、保育が必要な状況
にある場合に、適切な保育環境を整えて安全に受入れを行
う目的として看護師を配置し、他の子どもたちとの関りの
中で安全を確保しながら保育と医療的ケアを提供します。

予算額
160万９千円（２名分）

担当課：学校教育課 電話 0587‐32‐1436

対象学校
市内全小・中学校

事業開始日
令和５年４月１日

対象園数
市内保育園２園（看護師１名ずつ配置）

事業開始日
令和５年４月１日

予算額
483万4千円（２名分）

資料７
予算

説明資料 P20,32子育て・教育関連事業



生活困窮者自立支援機能強化事業 スクールロイヤーを配置します

学校を取り巻く環境が複雑化・多様化している中、
トラブルの未然防止や早期解決を図るため「スクールロイ
ヤー」を配置します。
弁護士から法的な根拠に基づいた助言をいただくことで、

迅速かつ適切な対応をすることができ、教員の負担感の軽
減や児童・生徒が安心して通える学校づくりを目指します。

担当課：福祉課 電話 0587‐32‐1278
【ひきこもり支援推進事業】
これまでのひきこもり相談支援に加え、中学校等との

ネットワークづくりに取り組み、ひきこもり予防のための
早期支援を行います。

予算額
委託料 66万円

担当課：学校教育課 電話 0587‐32‐1436

相談内容
いじめ、不登校などの諸問題や保護者とのトラブルなど、

学校に関わる諸問題。
【ＳＮＳ相談事業】
若い世代の方や対面での相談に抵抗がある方が、相談し

やすい体制づくりを構築するため、利便性が高くユーザー
数が多い「LINE」を活用した相談システムを導入します。
システム概要
チャット方式にて相談メッセージのやり取りを行い、

メッセージが受信されると専用パソコンのアラームが鳴り、
相談員が即座に対応します。

相談方法
各学校から稲沢市教育委員会に相談を申し込み、面談、

電話、メールなど状況に応じた方法で相談します。

事業開始日
令和５年４月１日

支援対象者
概ね15歳以上のひきこもり状態にある者およびその家族

予算額
委託料 300万円

事業開始（予定）令和５年６月
予算額 委託料 400万円

福祉・教育関連事業
資料８

予算
説明資料 P18,33



節目歯科健康診査を拡大して実施します 医師奨学金の返還を支援します

平成26年11月の新病院開院以来、慢性的な医師不足が
続いており、二次救急医療機関として救急医療体制を
維持するためにも、医師の確保が急務となっています。
市民病院での勤務を条件に、奨学金の返還を支援する

ことにより、医師の経済的な負担を軽減し、
長期にわたって勤務できる環境を整えることで、
診療体制の充実や救急医療体制の維持に努めていきます。

担当課：健康推進課 電話 0587‐21‐2300

高齢者の口腔機能の低下や歯の喪失、歯周病による様々
な合併症の予防のため、節目歯科健康診査の対象を従来の
節目年齢を拡大して実施し、健康の保持・増進を図ります。

予算額 手当 252万円

担当課：市民病院 管理課電話 0587‐32‐2111

対象とする奨学金
独立行政法人日本学生支援機構奨学金等

対象者
市民病院で勤務する医師

対象者
市内在住で、年度内に20歳～80歳（５歳刻み）になる方
※７５歳・８０歳を対象者に拡大しました

実施期間等
令和５年５月から９月まで、

市内実施歯科医療機関で実施

予算額
保健事業費 1,105万5千円

スケジュール 令和５年４月 申請の受付、給付の決定

上限額 月額７万円

資料９
予算

説明資料 P24,40健康・医療関連事業



デジタル技術を活用し、各種システムの導入および拡充を進めます

【オンライン申請システム】
「行かない市役所」実現のため、市が実施するセミナー

等の申込みを始め、各種申請手続きがスマートフォンなど
から24時間申請可能となるシステムを導入します。

担当課：デジタル推進課 電話 0587‐32‐1142
【遠隔相談システム】
祖父江・平和支所と本庁道路課をオンラインで接続し、

支所に来庁された方が各種相談や、申請手続に係る
サポートが対面と同様に受けられるシステムを導入します。

導入時期 令和５年10月

予算額
システム使用料 223万4千円

【スマート窓口システム】
「書かない市役所」実現のため、来庁者の各種申請書

の作成をサポートするシステムを令和４年10月から市民
課、おくやみコーナーにて導入をしたことに加え、
更なる市民の利便性向上を図るため、国保年金課におい
ても同システムを導入します。

導入時期 令和６年１月

予算額 システム使用料 113万6千円

導入時期
令和５年度から順次オンライン申請ができる手続等を
追加予定

予算額
開発委託費 1,007万8千円
システム使用料 305万円

資料１０
予算

説明資料 P15
デジタルトランスフォーメーション
（DX）関連事業



ゼロカーボンシティの実現に向けた取組 稲沢市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）
を策定します

SDGsのゴールである2030年までの短・中期的に展開し
ていく市域全体の具体的な事業・施策を検討し、計画を
策定します。
その中で、「ゼロカーボンに係る意識調査」を市民の方

および市内事業者に対して行い、事例収集等を継続的に
実施し「稲沢市地域再エネ導入戦略」で検討された施策案
の実施に向けた調査・検討を行います。

担当課：環境保全課 電話 0587‐36‐3710

ゼロカーボンシティの実現に向けて、電気自動車の配置
や公共施設にLED照明器具を導入します。

予算額
委託料 700万円

意識調査対象
市民の方 約1,500人、市内事業者 約200社、
市内中学生 約1,200人

スケジュール
令和５年４月 委託業者決定
令和５年７月頃 意識調査の実施
令和６年３月 実行計画（区域

施策編）の策定

配置・導入施設
・電気自動車の配置
（配置施設）市役所（３台）、環境センター（１台）

・LED照明器具の導入
（導入施設）保健センター、祖父江町・平和町体育館

及び保育園・児童クラブ等公共施設38施設
スケジュール
令和５年４月 業者決定
令和５年５月～令和６年３月 電気自動車の配置、

LED照明器具の導入予算額
総事業費：3,910万円
・備品購入費：電気自動車配置事業 1,210万円
・工事請負費：公共施設照明LED化事業(工事) 2,700万円
使用料及び賃借料
・公共施設照明LED化事業(借上料)
令和４年度LED取替分48施設

・債務負担行為設定事業
（期間：令和5～15年度 限度額：26,800万円）
令和５年度LED取替分38施設

担当課：環境保全課 電話 0587‐36‐3710

資料１１
予算
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ごみ処理施設の広域化に向けた計画を策定します 担当課：環境施設課 電話 0587‐36‐4357

広域化されたごみ処理施設を建設するため、稲沢市及び
一宮市のごみ処理について現状を把握し安定的かつ効率的な
ごみ処理体制の在り方を検討するため、持続可能な適正処理
の確保や人口減社会にも対応する広域化・集約化に係る計画
を策定します。

一宮市との合意事項
尾張西部ごみ焼却処理等広域化ブロック会議（R4.10.20）

・ごみ処理の広域化・集約化について
一宮市・稲沢市で積極的に協力して広域化を検討していく

・本事業の進め方(運営方式)について
新ごみ焼却処理施設の建設地の自治体を事業主体とし、
事務委託で検討をする

・ごみ焼却処理施設の建設候補地について
現在の一宮市環境センター敷地内を第１候補地として検討
する

・ごみ処理の広域化・集約化スケジュールについて
ごみ処理の広域化計画を令和6年度末までに策定し、その策
定業務を「一宮市にて発注し、費用負担割合は50％を均等
割、50％を人口割とする」
また、ごみ焼却処理施設の供用開始は、「令和16年度を
目標とする」

実施手法 一宮市で発注し、稲沢市は一宮市に負担金を支払う

実施期間 令和５年４月～令和７年３月（２年間）

予算額 広域化計画等策定業務負担金 481万4千円

稲沢市環境センター
H12.3 供用開始（180ｔ/日）
H25～H27 大規模改良工事
⇒ R12まで現施設を安定稼働

《粗大ごみ処理施設:上記併設》
（不燃・粗大ごみ処理50t/5h）

一宮市環境センター
H10.3 供用開始（450ｔ/日）
H26～H29 基幹的設備改良工事
⇒ R14まで現施設を安定稼働

【リサイクルセンター】
H25.3供用開始

（不燃・粗大ごみ51t/5h
空き缶・金属9t/5h）

資料１２
予算

説明資料 P26環境関連事業



スプリング入りのマットレスの再資源化を委託します 担当課：環境施設課 電話 0587‐36‐4357

令和元年に稲沢市環境センターで発災した火災事故の原因
は、破砕処理したスプリング入りマットレスの金属が回転式
破砕機内に長時間残存し続けることによる摩擦熱で他のごみ
に引火したことが原因と考えられています。
スプリング入りマットレスは、適正処理困難物に指定され

ており、現在、市では再資源化するために手作業で解体処理
を行っていますが、解体処理には時間がかかり搬入量も多く、
解体処理残が増加していることから、委託することとしまし
た。

一般廃棄物処理手数料の改正
令和５年６月から手数料をスプリング入りマットレスの

処理費用に見合った手数料に改正します。

・環境センターに搬入する場合
10キログラムにつき200円の手数料に、１枚につき3,000円
を加算した額

・有料戸別収集で運搬及び処理する場合
１枚につき4,000円

処理方法
高温溶融・大型処理施設にスプリング入りマットレスを

解体せずに装入・溶解し、鉄鋼製品へリサイクルします。

予算額
マットレス処分委託料 705万円

資料１３
予算
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市制65周年記念
「NHK公開番組」公開収録を実施します

担当課：企画政策課 電話 0587‐32‐1139

収録日
令和５年10月５日（木）

会場
名古屋文理大学文化フォーラム（稲沢市民会館）
大ホール

番組名
新・ＢＳ日本のうた

その他
・出演者、観覧申込方法等の詳細については、後日発表し
ます

・今後の新型コロナウイルスの感染状況によっては、公演
の中止や内容の変更をさせていただく場合があります

市制65周年記念
「稲沢の文化財展」を開催します

担当課：生涯学習課 電話 0587‐32‐1443

開催期間 令和５年9月8日（金）～ 9月18日（月・祝）

開催場所 荻須記念美術館

予算額 文化財保護費 193万円

性海寺所蔵の県指定文化財「灌頂道具」を中心に性海
寺所蔵の指定文化財など約20点を一般公開します。

灌頂道具
性海寺所蔵の市指定文化財「金銅宝冠」と「秘密灌頂道

具」が、愛知県指定文化財「灌頂道具」として一括指定
（令和4年1月28日付け）されました。

稲沢市制６５周年を記念し、稲沢市とＮＨＫ名古屋放
送局共催で「新・ＢＳ日本のうた」の公開収録を実施し
ます。

資料１４
予算

説明資料 P14,37市制65周年記念事業



市制65周年 開館40周年記念 特別展
長谷川 潔展
－京都国立近代美術館コレクション－

担当課：美術館 電話 0587‐23‐3300

特別展概要
会期：令和５年10月28日(土)～12月10日(日)
会場：荻須記念美術館
特別協力：京都国立近代美術館

企画展
「磯野宏夫展 －生命（いのち）輝く森－」

稲沢市に制作拠点を置き、全国的に活躍した磯野宏夫
（1945-2013）は、「生命（いのち）の森」を生涯の
テーマに制作しました。
本展では、1999年から2002年まで手掛けた王子製紙

（現：王子ホールディングス）のカレンダー原画を一堂
に展示します。

長谷川潔は荻須高徳と同時代に渡仏し、フランス画壇
で活躍することができた数少ない日本人芸術家です。
西洋の版画技法を学び取るだけではなく、現在でも

再現が不可能と言われる特殊な版画技法を次々と生み出
しました。

《アレキサンドル三世橋
とフランス飛行船》
1930年

技法はマニエール・
ノワール、京都国立
近代美術館所蔵

担当課：美術館 電話 0587‐23‐3300

企画展概要
会期：令和５年７月１日(土)～８月20日(日)
会場：荻須記念美術館
協力：王子ホールディングス㈱、

㈱スクウェア・エニックス、
エメラルドフォレスト

《バイの森》2010年
アクリル・シナベニア
エメラルドフォレスト所蔵

©Hiroo ISONO

資料１５
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